
11月 1日（金）、さわやかな秋晴れに恵まれ、ＪＲ尼 
崎駅北広場にて、非行化防止キャンペーンが盛大に実施

されました。

  13時 30分からの式典では、吹野副市長、池永会長の
挨拶から始まり、来賓として岸田市議会副議長、広瀬東

警察署長からお話を頂きました。

 そして、吉岡大庄地区会長のキャンペーン宣言の後、ＪＲ尼崎駅周辺で補導委員約１００

名が１０箇所に分かれ、啓発チラシを配布しました。

 マンション、商店街が立ち並ぶこの一帯は、人も多く、とくに小さい子ども達を連れた若

いお母さん方もたくさん通っておられました。「非行化防止キャンペーンをしております。

また、読んでくださいね。」と声をかけますと、皆さん気持ちよ

く、受け取っていただけました。「本当に住みやすい街１位」に

ランクインした尼崎に納得した１日でした。

 最後になりましたが、今日出会った子ども達がすこやかに育つ

事を願って、これからも「愛の一声運動」を進めてまいります。

                  武庫地区 奥田 淳子 
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青少年愛護担当

【所在地】尼崎市三反田町１丁目１－１  

【電話】06-642３-８５０１
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2 日 月 大庄地区理事会   13：30～ 

3 日 火 小田地区理事会   10：30～ 

5 日 木 立花地区理事会   14：30～ 

6 日 金 中央地区代表者会  13：30～ 

6 日 金 武庫地区理事会（尼学訪問）14：30～

6 日 金 園田地区理事会    17:00～

18 日 水
尼少補連役員会   10：45～ 

なでしこ部会     

～台風の爪痕～

先日の台風１９号は、多大な被害を及ぼしまし
た。報道を見るたびに心が痛みます。その中で学
校の授業が始まり、通学している子ども達は元気
そうに見えましたが、心の中はどうでしょう。
大変な経験をし、家族をなくした子もいるでし

ょう。
 一日でも早く安心な暮らしができるように祈り
ます。             【中央地区】

夜間補導のときに、サンダル姿の

高齢者がふらふら歩いているのを発

見し、警察の方と地域ふれあいの会

のメンバーで保護しました。 

 近くにある施設を尋ねてもらったとこ

ろ、丁度施設の方が探しにでていて無

事に施設に戻られたとのことでした。

自宅に帰ろうとされていたそうです。

創立７０周年を迎えた中学校の記念

式典があり、歴史的な重みを感じまし

た。 １０月７日、アルカイックホール近

くの植え込みで、男性が寝ているのを

不審に思った近所の人が警察に通報

しました。警察官が来て対応されまし

たが、男性の近くに睡眠薬があり、

「死にたかったのに」と言っていたそう

です。 

・中学校の裏門で、ゴミ袋を持って、草

引きを先生と生徒で行っていました。

とても良い事だと感じました。 

・夜、国道４３号線沿いを通行中、男

が声をかけ露出行為がありました。 

夜は特に複数で行動するよう心掛

けたいと思います。

最近、公園のベンチ周りにゴミの散

乱が多くみられるようになったので、

パトロールを強化しています。 

環境調査で回ったコンビニで、 

小学生の万引きがあり、 

学校にも報告した 

という情報があり 

ました。 

秋らしくなり、各班とも落ち着いてい

るようです。公園の草むらで、学生が

不健全な行為をしているのを見かけた

近所の方から、「こんな時はどうしたら

よいか？」と相談を受けた。理事会の

時に警察に聞いたところ、やはり通報

するのがいいというご指導をいただき

ました。 

・近隣の中学校の文化発表会を見に

行きました。合唱コンクールでは、ど

の学年も一生懸命に歌って、特に３年

生はとてもすばらしく感動しました。 

・ある公園で子どもの火遊びが原因で

ボヤ騒ぎになり、消防車が出動する騒

ぎになりました。 

１０月２４日（木）朝から雨が降り出しそうな空模様のなか、環境部会の研修で「神戸少年鑑別

所」を訪問しました。実は昨年「神戸家庭裁判所」を訪れたときに、真向かいにあることを知り、

「来年の研修はここに来たいね」と話していたのが、実現しました。

少年鑑別所は、家庭裁判所より、監護の措置の決定を受けた青少年に（おおむね１ヶ月最長２ヶ

月）医学、心理学、教育学、社会学などの専門的知識及び技術による鑑別と、収容された青少年に対

しては規則正しい生活、情操の保護に配慮し、健全な育成に努める観護処遇が行われています。施設

内の設備は普通よりも小さいサイズの畳３帖分とむき出しのトイレ付個室、勉強や講義のための教

室、面会室、相談室、広いとは言えない運動場、また、お風呂は数人で入るそうです。（子どもの状

態により一人で入浴できるお風呂もあります。）そんな環境の中で過ごす子どもたちが書いた、将来

の夢や目標なども展示されていました。みんな今までの自分を反省して、親に心配をかけないで生活

することを決めているようでした。そして少年鑑別所では「法務少年支援センター」として一般や関

係機関・団体からの依頼に応じ非行及び犯罪防止に向けた様々な活動・

相談を行っているそうです。

私達の「愛の一声運動」は、子どもたちの健全育成、非行化防止に

繋がる活動であると実感しました。これからも『地域の子どもは、地

域で守る』を心に補導活動を頑張りたいです。

【武庫地区 中西 美和】


